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要  旨

遺伝的アルゴリズムを用いた物理的環境に基づくアマモ場状況の再現

Reproduction of Eelgrass Distribution Based on Physical Conditions Using 
Genetic Algorithm

中瀬 浩太 1), 鵜飼 亮行 2)

Kota Nakase 1) and Akiyuki Ukai 2)

　アマモ場造成は環境修復やブルーカーボンにより注目さ
れている。アマモ分布適地は水深やシールズ数等のパラ
メーターの範囲より評価されるが重回帰式等の方法を試み
たものの再現は困難であった。
　そこで、アマモ分布と物理条件が同一メッシュに存在する
既存のデータを用いて、被度・草丈に対する各条件を折れ

線関数で表せるとし、これを構成する数字列を遺伝子情報
と見立て、これらの選択・交配・突然変異の操作を繰り返し
て最も優れているもの抽出する遺伝的アルゴリズムにより
関数の当てはめを行った。10万回の試行により被度・草丈分
布が定性的に再現できたが、推定元のデータにアマモ非分
布域が多く、群落状況の定量的評価には課題が見られた。
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図 -4　被覆度調査結果

図 -15　分布推定結果の比較（抜粋） 図 -14　各物理環境の寄与関数の推定結果図 -3　検討範囲内のパラメーター分布
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要  旨

多摩川河口域における橋梁建設工事や大規模出水が河口域生態系へ
与えるインパクト

The Impact of Bridge Construction and Large-Scale Flooding on the Estuary 
Ecosystem in the Tama River Estuary

竹山 佳奈 1), 中村 由行 2), 桑江 朝比呂 3), 鈴木 伸也 4), 鳥羽 幸太郎 4), 田中 浩輝 4), 山本 晃久 5), 風呂田 利夫 6)

Kana Takeyama 1), Yoshiyuki Nakamura 2), Tomohiro Kuwae 3), Shinya Suzuki 4), Koutaro Toba 4), Hiroki Tanaka 4), 
Teruhisa Yamamoto 5) and Toshio Furota 6)

　河口域の橋梁工事に伴い実施した約4年間の定期環境調
査を基に、河川内の橋脚築造のための浚渫工事が河口干潟
の地形や底質環境等の物理環境や干潟生態系におよぼす
影響と回復過程を明らかにした。また、工事期間中に発生
した過去最大規模の出水とその影響についても評価した。
その結果、浚渫前後で干潟の底質環境や底生生物群集は
大きな影響を受けなかったと推測された。一方、過去最大
規模の出水による地形や底質環境変動は大きく、直後から
日和見種を主体とした底生生物群が早期に形成されていた
ことから、比較的早期に生物量は回復するものと推測され
た。しかしながら、出水以前と同様に二枚貝類等の大型種
が安定して出現可能な環境が形成されるのか、長期的な底
生生物群集の形成状況や底質や地形の変動を継続的に調
査したうえで評価する必要がある。
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図 -10　浚渫前後の底質粒度組成（秋季）

図 -3　底生生物調査地点

図 -7　底生生物の種数・個体数（2017 年，2018 年）
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